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株主のみなさまへ

第194期　第2四半期報告書
平成28年４月１日から平成28年9月30日まで



　拝啓　株主のみなさまには、平素から当社および当社グループ

の事業に対して格別のご高配を賜り厚くお礼申し上げます。

　当第２四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年

９月30日）の業績及び当社グループの取り組みにつきましてご報

告申し上げます。

　当社グループは、鉄道事業を中心に輸送の安全確保を最優先

に取り組み、営業活動ではイベントの実施や沿線市町・同業他社

等と連携した積極的な誘客活動を実施し、収益の確保に努めて

まいりました。

　当第２四半期連結累計期間の業績は、営業収益は2,635百万

円となり前年同期に比べ7.6％減少いたしました。営業利益は前

年同期比22.4％減の106百万円、経常利益は前年同期比20.5％

減の103百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は前年

同期比61.5％増の184百万円となりました。

　当社では、株主のみなさまをはじめ、お客様、沿線地域社会の

信頼に応えられる企業となるため、繰越損失の早期解消を図ると

共に、コンプライアンス、環境対策、リスク対策など企業の社会的

責任を果たすべくＣＳＲ経営を積極的に推進してまいります。

　株主のみなさまにおかれましては、なお一層のご理解とご支援

を賜りますようお願い申し上げます。

敬具
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ごあいさつ

代表取締役社長

平成28年11月

株主優待制度

－ 6 －

乗車証の種類

当社電車全線優待乗車証

当社電車全線および・索道
宝登興業株式会社
宝登山ロープウェイ
全線優待乗車証

発行枚数

１枚

１枚

ご所有株式数
15,000株以上
21,000株未満

21,000株以上

発行枚数
2枚
4枚
6枚
10枚

ご所有株式数
1,000株以上3,000株未満
3,000株以上5,000株未満
5,000株以上10,000株未満

10,000株以上

特別入園券　5枚

50％割引券
各5枚

運賃200円割引券5枚

宝登山小動物公園
長瀞ラインくだり
有隣倶楽部お食事代（飲み物は除く）
ガーデンハウス有隣お食事代（飲み物は除く）
秩鉄タクシー株式会社

施　設　名 発行枚数

　毎年３月31日の最終の株主名簿に記録された株主に対して、その
所有株式数に応じて次のとおり優待乗車証・優待割引券を発行いた
します。

１．優待乗車証（定期券式）
　　ご所有の株式数に応じまして、優待乗車証を発行いたします。

※有効期間･･･６月１日から１ヵ年間（５月下旬発送）

２．優待乗車証（回数券式）
　　ご所有の株式数に応じまして、優待乗車証を発行いたします。

※有効期間･･･７月１日から１ヵ年間（６月下旬発送）

３．優待割引券
　　ご所有株式数1,000株以上で、優待割引券を発行いたします。

※有効期間･･･７月１日から１ヵ年間（６月下旬発送）

（　　　　　　　 ）



　当社グループは、鉄道事業、不動産事業、観光事業、バス事業、そ
の他事業を営み、当社と子会社６社で構成されております。
　当第２四半期連結累計期間におけるセグメント別の事業の概況は
次のとおりです。

鉄道事業
　旅客部門におきましては、沿線の就学人口の減少等の影響により
前年同期に比べ定期旅客収入は減少いたしました。
　また、「わくわく鉄道フェスタ」の開催や同業他社と協力したハイキ
ングの他、ＳＬ列車におきましても関係団体の協力のもと各種イベント
を企画するなど積極的な旅客誘致に努めました。しかしながら、８月
後半から続いて発生した台風等の天候不順の影響を受け、前年
同期に比べ定期外旅客収入は減少いたしました。
　貨物部門におきましては、輸送量が減少したことに伴い貨物収入
は前年同期に比べ減少いたしました。
　営業費用は電力料金が値下がりしたことに加え、経費削減に努め
前年同期に比べ減少いたしました。
　この結果、営業収益は1,683百万円（前年同期比4.0％減）、営業
損失は12百万円(前年同期は17百万円の営業損失）となりました。

不動産事業
　不動産事業におきましては、広告媒体を積極的に活用したことにより
賃貸物件の入居率が上がり、賃貸収入は前年同期に比べ増加いた
しましたが、分譲地販売及び請負工事収入は前年同期に比べ減少
いたしました。
　この結果、営業収益は168百万円（前年同期比30.6％減）、営業利
益は80百万円（同0.9％減）となりました。

観光事業
　観光事業におきましては、長瀞への誘客を促進するため旅行業者
への営業活動を継続して実施したほか、世界のカブトムシ展の開催や
宝登山フォーリーフガーデンをオープンするなど各施設で様 な々企画
を実施いたしました。しかしながら、長瀞ラインくだりの収入は、天候不
順の影響を受け運休が続いたことから、前年同期に比べ減少いたし
ました。
　この結果、営業収益は191百万円（前年同期比10.7％減）、営業利
益は18百万円（同46.0％減）となりました。

バス事業
　バス事業におきましては、営業収益は214百万円（前年同期比4.6％
減）、営業利益は23百万円（同36.9％減）となりました。

その他事業
　その他事業におきましては、営業収益は575百万円（前年同期比
7.1％減）、営業損失は12百万円（前年同期は8百万円の営業損失）
となりました。

事業の概況
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役員・株主メモ

事 業 年 度 毎年４月１日から翌年３月31日まで
定時株主総会 ６月
株主名簿管理人 日本証券代行株式会社
同事務取扱所 東京都中央区日本橋茅場町一丁目２番４号
 日本証券代行株式会社　本店
（郵便物送付先 〒168-8620
  お問い合わせ先） 東京都杉並区和泉二丁目８番４号
 日本証券代行株式会社　代理人部
 0120-707-843（フリーダイヤル）

取次事務は、三井住友信託銀行株式会社の
全国本支店においても行っております。

公 告 方 法 東京都において発行する日本経済新聞
単元未満株式の ご所有の単元未満株式を当社に買取るよう請
買　取　制　度 求できる制度です。

買　増　制　度 ご所有の単元未満株式を１単元（1,000株）の株
式にする為必要な株式を買増すことを当社に請
求できる制度です。

－ 5 －

（例）当社株式を800株ご所有の場合、その800株を市場価格で当社
に売却し、代金を受領する。

（例）当社株式を800株ご所有の場合、200株を市場価格で当社から
購入し、1,000株にする。

現在ご所有の株式

800株

買取制度を利用し
当社に売却

800株

買取代金を受領

800株
×

市場価格

買増制度を利用し
当社より購入

200株

単元株式に整理

1,000株
（800株+200株）

代表取締役社長　　　大　谷　隆　男
取締役常務執行役員　　　赤　岩　一　男
取締役執行役員　　　髙　栁　　　功
取 　 締 　 役　　　中　山　高　明
常 勤 監 査 役　　　村　田　光　明
監 　 査 　 役　　　髙　田　眞　平
監 　 査 　 役　　　安　武　修　二

役　員　（平成28年6月24日現在）

株 主 メ モ



連結貸借対照表の要旨 （単位：千円）

（資産の部）   

　流動資産 1,512,131 1,573,669 △ 61,538

　固定資産  21,417,071  21,384,558 32,513

　資産合計  22,929,202 22,958,227 △ 29,025

（負債の部）   

　流動負債  3,409,364 3,521,320 △ 111,956

　固定負債  9,028,205  9,181,695 △ 153,490

　負債合計  12,437,569 12,703,015 △ 265,446

（純資産の部）   

　株主資本 86,041 △ 98,906  184,947

　　資本金 750,000 750,000 －

　　資本剰余金 21,916 21,915 1

　　利益剰余金 △ 657,445 △ 842,409  184,964

　　自己株式 △ 28,428 △ 28,412 △ 16

　その他の包括利益累計額  10,394,214  10,342,766 51,448

　非支配株主持分 11,376 11,351 25

　純資産合計 10,491,633 10,255,211 236,422

　負債純資産合計 22,929,202 22,958,227 △ 29,025
※記載金額は、千円未満を切捨てて表示しております。

※記載金額は、千円未満を切捨てて表示しております。

※記載金額は、千円未満を切捨てて表示しております。

科　　目 前連結会計年度
（平成28年3月31日） 増減額当第2四半期連結会計期間

（平成28年9月30日）

四半期連結財務諸表

連結損益計算書の要旨 （単位：千円）

　営業収益 2,635,872 2,851,396    △ 215,524

　営業費 2,529,860 2,714,711    △ 184,851

営業利益 106,012 136,684     △ 30,672

　営業外収益 25,753 25,163            590

　営業外費用 28,531 31,950      △ 3,419

経常利益 103,233 129,897     △ 26,664

　特別利益 13,553 83,641     △ 70,088

　特別損失 11,295 78,376     △ 67,081

税金等調整前四半期純利益 105,491 135,163     △ 29,672

　法人税、住民税及び事業税 16,792 20,347       △ 3,555

　法人税等調整額 △ 96,275 237     △ 96,512

　非支配株主に帰属する四半期純利益 11 69          △ 58

親会社株主に帰属する四半期純利益 184,963 114,509         70,454

科　　目
前第2四半期連結累計期間
自平成27年4月1日
至平成27年9月30日

増減額
当第2四半期連結累計期間
自平成28年4月1日
至平成28年9月30日

連結キャッシュ・フロー計算書の要旨 （単位：千円）

営業活動によるキャッシュ・フロー 212,053 349,253      △ 137,200

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 58,784 △ 85,958           27,174

財務活動によるキャッシュ・フロー △ 239,670 △ 162,752       △ 76,918

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △ 86,401 100,542      △ 186,943

現金及び現金同等物の期首残額 945,110 888,149           56,961

現金及び現金同等物の四半期末残高 858,708 988,691      △ 129,983

科　　目 増減額

－ 3 － － 4 －

セグメント別営業収益構成比

（ ）（ ）

前第2四半期連結累計期間
自平成27年4月1日
至平成27年9月30日

当第2四半期連結累計期間
自平成28年4月1日
至平成28年9月30日（ ）（ ）

四半期連結財務諸表

鉄道事業
59.4%

その他事業
20.3%

バス事業
7.6%

不動産事業
5.9%

観光事業
6.8%
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 日本証券代行株式会社　代理人部
 0120-707-843（フリーダイヤル）

取次事務は、三井住友信託銀行株式会社の
全国本支店においても行っております。

公 告 方 法 東京都において発行する日本経済新聞
単元未満株式の ご所有の単元未満株式を当社に買取るよう請
買　取　制　度 求できる制度です。

買　増　制　度 ご所有の単元未満株式を１単元（1,000株）の株
式にする為必要な株式を買増すことを当社に請
求できる制度です。

－ 5 －

（例）当社株式を800株ご所有の場合、その800株を市場価格で当社
に売却し、代金を受領する。

（例）当社株式を800株ご所有の場合、200株を市場価格で当社から
購入し、1,000株にする。

現在ご所有の株式

800株

買取制度を利用し
当社に売却

800株

買取代金を受領

800株
×

市場価格

買増制度を利用し
当社より購入

200株

単元株式に整理

1,000株
（800株+200株）

代表取締役社長　　　大　谷　隆　男
取締役常務執行役員　　　赤　岩　一　男
取締役執行役員　　　髙　栁　　　功
取 　 締 　 役　　　中　山　高　明
常 勤 監 査 役　　　村　田　光　明
監 　 査 　 役　　　髙　田　眞　平
監 　 査 　 役　　　安　武　修　二

役　員　（平成28年6月24日現在）

株 主 メ モ



　拝啓　株主のみなさまには、平素から当社および当社グループ

の事業に対して格別のご高配を賜り厚くお礼申し上げます。

　当第２四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年

９月30日）の業績及び当社グループの取り組みにつきましてご報

告申し上げます。

　当社グループは、鉄道事業を中心に輸送の安全確保を最優先

に取り組み、営業活動ではイベントの実施や沿線市町・同業他社

等と連携した積極的な誘客活動を実施し、収益の確保に努めて

まいりました。

　当第２四半期連結累計期間の業績は、営業収益は2,635百万

円となり前年同期に比べ7.6％減少いたしました。営業利益は前

年同期比22.4％減の106百万円、経常利益は前年同期比20.5％

減の103百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は前年

同期比61.5％増の184百万円となりました。

　当社では、株主のみなさまをはじめ、お客様、沿線地域社会の

信頼に応えられる企業となるため、繰越損失の早期解消を図ると

共に、コンプライアンス、環境対策、リスク対策など企業の社会的

責任を果たすべくＣＳＲ経営を積極的に推進してまいります。

　株主のみなさまにおかれましては、なお一層のご理解とご支援

を賜りますようお願い申し上げます。

敬具

－ 1 －

ごあいさつ

代表取締役社長

平成28年11月

株主優待制度

－ 6 －

乗車証の種類

当社電車全線優待乗車証

当社電車全線および・索道
宝登興業株式会社
宝登山ロープウェイ
全線優待乗車証

発行枚数

１枚

１枚

ご所有株式数
15,000株以上
21,000株未満

21,000株以上

発行枚数
2枚
4枚
6枚
10枚

ご所有株式数
1,000株以上3,000株未満
3,000株以上5,000株未満
5,000株以上10,000株未満

10,000株以上

特別入園券　5枚

50％割引券
各5枚

運賃200円割引券5枚

宝登山小動物公園
長瀞ラインくだり
有隣倶楽部お食事代（飲み物は除く）
ガーデンハウス有隣お食事代（飲み物は除く）
秩鉄タクシー株式会社

施　設　名 発行枚数

　毎年３月31日の最終の株主名簿に記録された株主に対して、その
所有株式数に応じて次のとおり優待乗車証・優待割引券を発行いた
します。

１．優待乗車証（定期券式）
　　ご所有の株式数に応じまして、優待乗車証を発行いたします。

※有効期間･･･６月１日から１ヵ年間（５月下旬発送）

２．優待乗車証（回数券式）
　　ご所有の株式数に応じまして、優待乗車証を発行いたします。

※有効期間･･･７月１日から１ヵ年間（６月下旬発送）

３．優待割引券
　　ご所有株式数1,000株以上で、優待割引券を発行いたします。

※有効期間･･･７月１日から１ヵ年間（６月下旬発送）

（　　　　　　　 ）



〒360-0033　埼玉県熊谷市曙町一丁目１番地
TEL 048-523-3311（代表）

 URL http://www.chichibu-railway.co.jp

株主のみなさまへ

第194期　第2四半期報告書
平成28年４月１日から平成28年9月30日まで
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